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日本の都市の景観を,豊かで美しいものにしたいと考えた時,イタリアの広場文化を学ぶ必要性を強く感

じた.イタリアの都市には,どんな小さな街を訪れても必ず個性豊かな広場が存在する. 
こうした魅力あふれるイタリアの広場を日本にも取り入れることで,人が中心となるコミュニケーション

の空間を創出することができ,広場のもつ現代的意味を解明することができると考える. 
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１．研究の背景 
 
イタリアには,歴史,文化,芸術と,人を惹きつける様々な

魅力があるが,私が最もすばらしいと感じるのは,広場で

ある. 
イタリアには,どんな小さな街を訪れた際にも美しい

広場が存在し,そこでは散策を楽しむ人,ショッピングを

楽しむ人,カフェでお茶をする人,友達と立ち話をする人

等,様々な人々の活動を見ることができる.更に毎朝市場

が開かれていたり,イベントが催されていたりするとこ

ろもあり,人々のコミュニケーションの場として実に良

く機能し,そこにはイタリアの生活の縮図がある. 
では日本の広場はどうだろうか. 
改めて考えてみると改めて考えてみると「広場」とい

う言葉自体はよく使うのに,広場とはどんなところかと

いうと,明確に説明することができないし,そこで何かを

する人々の姿もすぐには浮かんでこない. 
街並みはどうだろうか. 
確かに近年新しい建造物が建ち並び,歩道も整備され,

街には清潔感が漂うようになったが,それは同時に空虚

感を与えてはいないだろうか. 
イタリアの広場で見たような活気溢れる人々の姿は残

念ながら見ることができない. 
いったいこの違いは何に起因するものなのであろうか. 

 
２．研究の目的 
 
本研究は,現代の都市生活において人々のコミュニケ

ーションの空間が残っている,イタリアの広場を題材と

して,日本の都市部における人が中心となる広場のあり

方について提言することを目的としている. 
日本に求められる街づくりとは,今こそ人々の暮らし

の吐息が感じられるような人間味のあるもの（＝イタリ

ア的広場）でなくてはならない. 
イタリアの広場で行われている街づくりの工夫をくみ

取り,思想を反映することによって,日本の都心部におけ

るコミュニケーションの再生に役立てたい. 
 
３．イタリアの広場と日本の広場 
 
イタリア語で「広場(piazza)」は,「公の場所」あるいは

広場に集まった人 ,々つまり「民衆」を意味している.西
洋諸国の中でもイタリアは最も広場が発達した国であり,
現代において広場はイタリア都市空間の代名詞のように

語られ,市民にとっては特に憩いの場所である. 
イタリア人にとって広場は,生活の一部としてなくて

はならないものであり,非常に共存意識が強く,市民生活

に欠かせないコミュニケーションの空間である.言い換

えれば,イタリアにおける都市広場は,まさに彼等の生活

における最大の中心地である.また,象徴としての広場と

してではなく,歴史の変化に応じて人々と共に成長し,市
民生活と一緒に広場は現在も生きているのである. 
一方,日本には,西欧の広場のように特定の場所に特定

の空間形態を伴い,更に特定の機能をもつ広場は存在し

ない.広辞苑によっても,広場とは「ひろびろとひらけた

場所.また,町の中で,集会・遊歩などができるように広く

あけてある場所.」と記載されている. 
現代日本で広場と言うと,道路交通と他の交通機関と



 
の結節点に設けられる駅前の「交通広場」であり,それ

は異なる交通機関相互の効率的な乗り継ぎなどを目的と

するため,交通機能が最優先された車両中心の広場とな

っている.都市の駅前広場は,多くの人が集まる空間であ

るにも関わらず,実態は交通機関を利用する単一機能の

為に開放されており,人々が自由な活動を楽しむ広場に

はなっていない.(図-1) 
 
４．イタリアと日本の都市計画 
 
1)イタリアの広場の制度的工夫 
～都市の活性化のポイント～ 

a)都市計画法 
都市基本計画は,当初ファシストのプロパガンダとし

て利用された.しかし結果的に都心部での乱開発が防止

され,現在でも都心部において歴史的な街並みを残し,環
境を保全することに成功した.(表-1) 
b)建築物再生 
歴史的建築物の保存や建築規制が行われた結果,大型

店は郊外に建設され,都心部の建築物が小規模店や住居

として再生され,都心居住者を増加させた. 
c)屋外広告の規制 
デザイン許認可申請制度を採用することにより,デザ

イナーは限られた条件下で,いかに効果的かつ美的バラ

ンスを備えたものが創れるかと切磋琢磨するうちに,サ
インデザインがより洗練されてゆき,街全体にまとまり

が生まれた. 
d)商業誘導 
都心部において小規模専門店の営業を保護,存続させ

ることで,人々が日常生活をおくりやすいようにした. 
e)交通規制 
歴史的都市部において,街の中心部への車両乗り入れ

規制や都市部周辺での駐車場整備を積極的に行った結果,
歩行者中心の歩道空間が確保された. 
 
2)日本の都市計画制度の遅れ 

イタリアでは,街の姿を変えないため,街の現状に合っ

た規制をかぶせることが一般的であるのに対し,日本で

は街の姿が変わって行くことを期待して,変化を妨げな

い緩い規制をかけておく.日本とイタリアの都市計画制

度は,その根本的な理念に違いがある. 
日本の都市計画法は,明治時代の「東京市区改正条

例」を基本に,1919年（大正８）に拡充して「都市計画

法」とし,更に1968年（昭和43）の大改正でこれを多少強

化したものである.しかし,その基本的な観念は大正時代

のまま戦後高度成長期の郊外乱開発対策を追加したもの

といってよい.イタリアが近代都市計画法を1942年に制

定し,80年代半ばにはほぼ確立させたことに比べると大

きな遅れをとっているのである.(表-2) 
 
５．日本のオープンスペースへの提言 
 
心地よいと感じる広場の創出にあたっては,単に広場

そのものの形態や美しさの追求だけではなく,詳細な都

市計画や規制によってコミュニケーションの空間が形成

されていることがわかった.それでは日本において,人が

集まり,賑わいのある広場を創出するにはどうしたらよ

いのだろうか.日本の現状を踏まえ,広場として利用可能

なオープンスペースを探索,抽出し,コミュニケーション

を推進するための提言を行った.(図-2) 
a)カフェ広場：公道の利用 

1990年代後半頃からカフェブームが始まり,ドトール,
プロントなどの国内カフェチェーン店の他,海外からは

イタリアのセガフレード・ザネッティをはじめスターバ

ックス,タリーズ,なども参入し,カフェ店舗は急激に増加

し,そのスタイルが定着した.今後はこれらのカフェも成

熟期に入ると考えられ,そんな時代の流れの中でオープ

ンカフェに注目したい. 
オープンカフェ自体は決して新しいものではないが,

日本では,歩道でカフェを開くには道路交通法などによ

って,なかなか設置できないという事情がある.内閣府が

自治体を対象に行った調査では,公共施設の民間開放が

地域経済の活性化にもつながるとして,公道などの利用

許可基準を緩める方針であるとの回答が多かった.一部

自治体では独自が制定した方策でイスやパラソルを歩道

に置き,飲食店の客に開放している事例もある.また,公道

開放の動きは,経済財政諮問会議や国土交通省でも規制

緩和策を打ち出す予定であると発表されている. 
実現すれば,欧米諸国の都市のように歩道や道路を利用

したカフェが実現する.(図-3) 
b)ビルの中の広場：公開空地の利用 
高層ビルの公開空地は,建物の建築や一部の特定の者

による長期にわたる常設的な占用はできないが,市街地

の活性化策としてイベントや祭りの開催時等に一時的に

占用し,物販等を行うといった形で活用することができ

る.しかし現状は,ビル従事者,関係者などの限られた人に

よってのみの利用で,仮に,一般の人が利用する場合にお

いても商業目的,有料使用のものが多く,本当の意味での

開放には至っていない.従って,この公開空地を有効利用

すれば,既存の都市においても多くの広場を創出するこ

とが可能である. 
近年,業務系ビルを住居系ビルに改修する動きが見ら

れる.しかし居住空間を拡大するだけでなく,その場所に

ずっと住み続けてもらえるような街づくりが重要である. 
c)ストリート広場：既存の裏通りの利用 
渋谷や原宿といった若者の街では,キャットストリー



 
トや裏原宿など,表通りから一歩入った通りに若者が集

まっており,路上フリーマーケットやパフォーマンスな

どが見られ活気がある.このような若者文化にみられる

既存の裏道を利用した街の活性化の可能性は高く,期待

が持てる.近い将来,表通りと裏通りが逆転する現象が各

地で起こると予測し,新しい感覚を取り入れる柔軟な姿

勢を備えることが必要である. 
従来の真っ直ぐな道には,街ゆく人が一息つけるよう

なスペースがなかった.日本の道には溜まり空間がなく,
例えばコーヒーなどを買ったとしても,歩きながらか,通
り沿いのガードレールや植え込みなどに腰を掛けること

になる.しかし,イタリアにおいて中世の広場がそうであ

ったように,既存の道路に少し膨らんだようなスペース

を設ければ,それだけでも人が溜まる空間が創出でき

る.(図-4) 
d)商業広場：テナントミックスの導入 
車両の乗り入れを規制し,都市周辺部に駐車場の整備

を行うと,商業的な効果がある.直接車で来店した場合,用
件が済むと立ち去るが,徒歩の場合,その通過スピードに

より街の状況がより把握でき,自然に購買意欲も向上す

るものである. 
しかし,ただ交通規制をするだけでは街は変わらない.

そこで,更なる効果を発揮させるために,イタリアの都市

計画制度にならってテナントミックスを奨励する.テナ

ントミックスとは,都心部の街並み・公園を整備し,散
歩・飲食客を呼ぶと共に,同種店舗の客の奪い合いによ

る,共倒れを防止する商業政策である.(図-5) 
 
６．おわりに 
 

21世紀はその土地にしかないというオリジナリティを

求める時代になりつつあるのではないかと考える.つま

り,これまでのように新技術,新製品などに驚き, 暮らしの

便利さに喜びや幸せを感じた高度成長期時代が終わって,
それぞれの土地での生き方,ものの考え方,イベント, 街の

たたずまい,食や酒,工芸品,民族芸能などに感慨する時代に

移っているのである. 
イタリアと日本の広場の研究を通して,先ずしなくて

はならないと考えるのは,住民が長くその場にくらし続

けるための生活感のある街づくりと,そこに暮らす人々

と外部の人々がお互いにふれあうコミュニケーション空

間（＝イタリア的広場）を創出することである. 
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図-1 イタリアの広場と日本の広場 

 



 
 

 
 

表-1 イタリアの都市計画関連法規年表 

 



 

表-2 日本の都市計画関連法規年表 

 



 

 
 

図-2 提言a)カフェ広場：公道の利用 

 



 
 
 

 

図-3 提言b)ビルの中の広場：公開空地の利用

 



 
 
 
 
 

 

図-4 提言c)ストリート広場：既存の裏通りの利用

 



 
 
 

 

図-5 提言d)商業広場：テナントミックスの導入
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